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特集　シリーズ比較法シンポジウム二〇一八（一）

特
集
　
シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（
一
）

二�
〇
一
五
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
契
約
法�

お
よ
び
家
族
法
の
重
要
改
正

ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
ア
コ
ス
タ�

髙　

橋　

一　

実
／
訳�

前
田
美
千
代
／
監
訳

一　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に
、
本
日
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
き
、
慶
應
義
塾
大
学
当
局
の
皆
様
、
そ
し
て
前
田
美
千
代
教
授
に
厚
く
御
礼
申

一　

は
じ
め
に

二　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
つ
い
て

三　

私
法
典
の
意
義

四　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
の
構
造

五　

結　

論
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し
上
げ
る
。
前
田
美
千
代
教
授
に
は
、
私
の
所
属
す
る
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
大
学
法
学
部
が
刊
行
す
る
、
“Revista Jurídica

”

と
い
う
法
学
雑
誌
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き（

（
（

、
そ
の
よ
う
な
ご
縁
も
あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
、
貴
重
な
学
究
上
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
た
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

二　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
つ
い
て

　

続
い
て
、
私
が
や
っ
て
き
た
場
所
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
、
南
米
の
南
部
に
位
置
し
、（
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い
で
）
南
米
で
二
番
目
に
大
き
な
国
土
を
有
し
て
い
る（

（
（

。
面
積
は
約

二
八
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、（
世
界
で
八
番
目
の
大
き
さ
で
、）
沿
岸
部
五
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
正
確
に
言
う
な

ら
ば
、
四
八
八
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
大
西
洋
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
北
端
と
最
南
端
の
間
の
距
離
は
、
四
三
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
る
。（
こ
れ
は
最
北
端
で
あ
る
ラ
・
キ
ア
カ
と
テ
ィ
エ
ー
ラ
・
デ
ル
・
フ
エ
ゴ
州
に
位
置
す
る
最
南
端
の
都
市
で
あ
る
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
間

の
距
離
で
あ
る
。）
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
と
サ
ン
・
フ
ア
ン
と
の
距
離
は
だ
い
た
い
一
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
日
本
や
隣

国
で
あ
る
チ
リ
と
比
較
す
る
と
、
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
大
陸
に
広
が
り
、（
パ
ラ
ナ
川
の
デ
ル
タ
地
帯
や
マ
ル
ビ
ナ
ス
諸
島
を
除
く
と
）

島
々
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　

人
口
は
、（
二
〇
一
七
年
の
時
点
で
）
四
二
二
〇
万
人
で
あ
る
。
人
口
密
度
は
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
一
五
・
七
人
で
、

比
較
的
、
人
口
密
度
の
低
い
国
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
八
七
・
一
人
の
人
口
密
度
を
有
す
る
日
本
と

比
較
す
る
な
ら
ば
、
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
首
都
で
あ
る
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
人
口
は
一
四
〇
〇
万
人
で
あ
り
、
国
全
体

の
人
口
の
三
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
匹
敵
す
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
民
族
的
起
源
に
関
し
て
は
、
大
半
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
が
、
ス

ペ
イ
ン
人
や
（
私
の
場
合
の
よ
う
に
）
イ
タ
リ
ア
人
を
祖
先
に
持
ち
、
私
た
ち
は
そ
の
子
孫
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
沢
山
の
移
民
は
、
自
身
の
民
族
の
間
で
、
あ
る
い
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
移
民
お
よ
び
小
ア
ジ
ア
（
シ
リ
ア
人
、
レ

バ
ノ
ン
人
、
少
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
）
由
来
の
移
民
と
の
間
で
混
血
を
進
め
た
。
同
様
に
、
彼
ら
の
中
に
は
、
先
住
民
族
と
の
混
血
も
あ
り
、

人
口
の
大
き
な
割
合
を
構
成
す
る
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
の
人
種
が
生
ま
れ
る
に
至
っ
た
。
メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
人
種
は
、
と
り
わ
け
北
部
に
お

り
、
現
在
で
は
、
大
都
市
周
辺
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
人
口
の
約
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
一
定
の
混

血
が
あ
る
血
統
に
な
る
。
要
す
る
に
、
ア
ジ
ア
人
（
主
と
し
て
日
本
人
や
中
国
人
）
由
来
の
少
数
共
同
体
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
住
む

民
族
の
混
在
を
形
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
で
、
先
住
民
族
は
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
沿
い
に
人
口
が
集
中
し
て
お
り
、
全
体

の
人
口
の
約
〇
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
構
成
し
て
い
る
。

三　

私
法
典
の
意
義

1
　
私
法
典
の
目
的

（
一
）　
私
法
典
と
は
何
か

　

こ
こ
か
ら
は
、
私
法
典
と
は
何
か
、
何
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
法
典
と
は
、
体
系
的
な
編
成
と
と
も
に
、
そ
こ
で
対

象
と
さ
れ
た
分
野
の
範
囲
や
射
程
を
説
明
、
解
釈
、
限
定
ま
た
は
制
限
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
論
理
的
な
規
定
群
か
ら
な
る
知
的

な
集
成
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
、
ブ
ラ
ジ
ル
消
費
者
保
護
法
典
の
よ
う
に
、
法
典
が
一
部
の
ま
た
は
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
含
む

と
い
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
よ
う
に
、
よ
り
広
範
な
範
囲
の
規
律
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン

ス
民
法
典
は
、
南
米
諸
国
の
多
く
の
法
典
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
知
的
な
集
成
は
、
あ
る
特
定
の
国
家
法
の

領
域
の
た
め
に
起
草
さ
れ
、
法
学
、
地
政
学
、
社
会
学
、
ま
た
は
人
類
学
的
な
目
的
を
果
た
す
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
二
）　
法
学
的
目
的

　

ま
ず
、
法
学
上
の
目
的
か
ら
考
え
る
に
、
法
典
編
纂
は
、
我
々
の
国
家
法
の
適
用
領
域
に
お
い
て
、
一
様
に
法
を
語
り
、
理
解
す

る
こ
と
へ
の
要
請
か
ら
、
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
判
決
を
介
し
て
、
法
の
一
貫
性
を
維
持
し
て
お
り
、

最
高
裁
判
所
の
判
断
は
、
そ
の
後
、
州
裁
判
所
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
な
る（

（
（

。

（
三
）　
地
政
学
的
目
的

　

同
様
に
、
法
典
の
成
立
は
、
地
政
学
的
関
心
事
を
追
求
し
て
い
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
、
法
典
の
成
立
に
お
い
て
は
、
国
土

に
住
む
民
族
の
多
様
性
を
鑑
み
、
彼
ら
を
統
合
・
結
合
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
族
の
中
に

は
、
ア
ン
デ
ス
渓
谷
に
お
け
る
イ
ン
カ
由
来
の
先
住
民
共
同
体
に
属
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
欧
州
の
中
央
ま
た
は
南
部
の
平
野
か
ら
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
政
学
的
目
的
が
、
旧
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
時
代
か
ら
、
早
く
に
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
速
や
か
に
滞
り
な
く
、
一
六
世
紀
の
初
頭
に
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
た
め
の
特
別
法
で
あ
る
「
イ
ン
デ
ィ

ア
ス
法（

（
（

」
が
、
す
べ
て
の
人
民
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
モ

ル
ッ
カ
諸
島
お
よ
び
香
料
諸
島
）
に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）　
社
会
学
的
目
的

　

ま
た
、
法
典
は
、
社
会
学
的
目
的
を
追
求
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
典
が
、
人
々
に
馴
染
み
、
そ
の
慣
習
や

需
要
に
適
合
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
々
の
大
半
が
そ
れ
ら
の
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

そ
の
法
典
は
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
た
め
に
は
、
全
て
の
人
が
法
典
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
曖
昧
さ
を
避
け
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
べ
き
用
語
は
明
確
か
つ
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
五
）　
人
類
学
的
目
的

　

最
後
に
、
法
典
の
成
立
に
お
い
て
は
、
人
類
学
的
目
的
も
存
し
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
、
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法
典
が
適
用
さ
れ
る
主
体
に
包
含
さ
れ
、
追
い
や
ら
れ
た
り
忘
れ
去
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
ら
れ
、（
国
家
）
共
通
の

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
典
は
、
機
能
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
反
対

に
、
そ
の
諸
規
定
が
自
分
に
は
無
関
係
で
あ
る
と
感
じ
る
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
自
分
自
身
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
そ
の
請
求
や
申
立
て
に
お
い
て
も
自
分
は
理
解
さ
れ
な
い
と
考
え
る
者
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
典
の
失
敗
は
明
ら
か
な

結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

2
　
用
語
の
問
題

（
一
）　
専
門
用
語
の
取
扱
い

　

続
い
て
、
用
語
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
裁
判
所
の
日
々
の
業
務
の
お
お
か
た
が
、
用
語
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
て
、
法
律
ま

た
は
い
わ
ゆ
る
「
公
布
な
き
立
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
（
命
令decretos

、
施
行
令decretos reglam

entarios

、
ま
た
は
条
例

ordenanzas

等
）
を
解
釈
す
る
こ
と
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
簡
潔
さ
（
正
確
か
つ
必
要
十
分
な
こ
と
だ
け
を
述
べ
る
要
請
）
は
、
時
に
、
明
確
性
や
統
語
論
的
な
正
し
さ
を
害
す
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
理
解
不
能
な
法
文
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
言
語
学
の
専
門
家
や
文
法
校
正
者
の
職
務
は
、
必
要
不
可
欠
な
補
完
要
素
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
様
々
な
用
語
の
定
義
を
過
度
に
用
い
る
こ
と
が
、
現
代
の
立
法
者
に
見
ら
れ
る
欠
点
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
言
い
回

し
を
解
明
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
フ
レ
ー
ズ
自
体
の
意
義
が
不
明
確
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
法
典
起
草
者
は
、
含
意
と
（
も
し
、
何
か
明
示
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
）
明
示
的
な
意
味
に
関
し
て
、
厳
重
な
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る
。
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（
二
）　
法
解
釈
と
の
関
係

　

同
様
に
、
法
解
釈
に
お
い
て
第
一
に
な
さ
れ
る
試
み
は
、
条
文
の
文
理
解
釈
で
あ
り
、「
立
法
者
意
思（

（
（

」、
起
草
経
緯
や
特
定
の
規

定
の
沿
革
を
考
慮
し
な
い
の
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
経
緯
や
沿
革
は
、
実
際
の
法
文
と
異
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

最
終
的
に
考
慮
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
立
法
の
起
草
に
お
け
る
背
景
状
況
も
考
慮
に
入
り
得

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ど
う
い
っ
た
立
法
理
由
な
の
か
、
用
い
ら
れ
た
立
法
構
造
や
立
法
技
術
は
い
か
な
る
も
の
か
、
当
該
規
定

の
名
宛
人
は
誰
な
の
か
等
、
法
典
の
公
布
に
お
け
る
背
景
状
況
に
加
え
、
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
採
ら
れ
た
立
法
の
様
式
に
言
及
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
立
法
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
言
語
と
専
門
用
語
の
中
間
地
点
に
、
起
草
者
は
位
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

端
的
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
点
が
、
非
常
に
重
要
な
様
相
を
呈
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
学
で

も
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
の
法
典
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
立
法
府
、

大
学
お
よ
び
司
法
の
間
の
高
次
な
結
び
つ
き
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。（
継
続
性
あ
る
い
は
伝
統
と
の
関
係
も
、
重
要
な
観
点
で
あ
る

が
、
割
愛
す
る
。）

四　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
の
構
造

1
　
全
体
構
造

　

続
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
法
典
は
、
全
二
六
七
一
条
か
ら
な
り
、
付
則
一
に
は
、
序

編
と
全
六
巻
（
詳
し
く
は
後
述
す
る
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
巻
は
、
諸
法
源
の
優
先
関
係
と
解
釈
準
則
に
関
す
る
）
総
則
規
定

が
置
か
れ
て
い
る
。
第
二
巻
に
は
、
家
族
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
第
三
巻
に
は
、
人
に
関
す
る
権
利
（
お
よ
び
契
約
）
に
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つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
第
四
巻
に
は
、
物
権
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
第
五
巻
に
は
、
相
続
お
よ
び
死
亡
に
よ
る
権
利
の
移
転

に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
第
六
巻
に
は
、
債
権
お
よ
び
物
権
に
関
す
る
共
通
規
定
、
国
際
私
法
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
付
則
二
に
お
い
て
は
、
三
つ
の
法
律
に
関
す
る
改
正
・
修
正
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
目
が
証
券
取
引
法
、
二
つ
目
が

会
社
法
、
三
つ
目
が
消
費
者
法
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
三
法
律
だ
け
が
変
更
さ
れ
た
の
か
に
関
す
る
的
確
な
理
由
は
、
見
当
た
ら
な

い
。

2
　
総
　
論

　

新
民
商
法
典
に
お
け
る
重
要
な
点
と
し
て
、
ま
ず
総
論
的
な
こ
と
か
ら
述
べ
る
。
第
一
点
目
に
、
正
式
な
法
源
か
ら
先
例
が
排
除

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
一
条
お
よ
び
二
条
）。
こ
れ
は
前
大
統
領
の
明
示
的
な
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
点
目
に
、
裁

判
官
が
、
当
該
法
律
の
法
文
・
文
言
に
基
づ
い
て
の
み
判
決
を
下
す
義
務
を
排
除
し
、
判
決
は
「
合
理
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
」
も

の
で
あ
る
こ
と
の
み
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
三
条
）。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
外
国
法
や
「
国
際
商
慣
習
法
」
と
い
っ

た
法
源
を
選
択
し
、
合
理
的
に
根
拠
づ
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

契
機
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
点
目
に
、
新
民
商
法
典
は
、
脚
注
も
付
い
て
お
ら

ず
、
公
式
解
説
書
も
付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
各
規
定
に
は
、
見
出
し
が
付
い
て
い
る
。

そ
の
見
出
し
は
、
規
定
と
一
体
の
も
の
で
は
な
く
、
補
足
的
な
ガ
イ
ド
と
し
て
役
立
つ
に
過
ぎ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
最
後

（
第
四
点
目
）
に
、
信
義
誠
実
お
よ
び
慣
習
法
の
法
的
拘
束
力
は
、
法
典
全
体
に
わ
た
っ
て
感
知
さ
れ
る
刻
印
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
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3
　
各
　
論

（
一
）　
序
　
編

　

次
に
、
各
論
的
な
話
に
入
る
。
序
編
（T

ítulo Prelim
inar

）
は
、
四
つ
の
章
に
分
か
れ
て
お
り
、
解
釈
準
則
お
よ
び
法
の
優
先

順
位
に
関
す
る
全
て
の
規
定
を
含
む
。
様
々
な
種
類
の
財
産
や
権
利
に
加
え
て
、
人
体
や
そ
の
臓
器
の
よ
う
に
、
取
引
的
価
値
を
欠

く
も
の
ま
で
も
規
定
し
て
い
る
。

　

同
様
に
、
先
住
民
共
同
体
（com

unidades indígenas

）
に
関
す
る
規
定
も
あ
り
、
先
住
民
ら
が
伝
統
的
に
占
有
し
て
き
た
土
地

の
共
同
体
所
有
権
（propiedad com

unitaria

）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
一
八
条（

（
（

）。

（
二
）　
第
一
巻

　

第
一
巻
は
、
民
法
総
則
に
あ
た
る
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
自
然
人
」
に
関
す
る
問
題
が
扱
わ
れ
て
お
り
、

懐
胎
を
起
点
と
し
て
「
自
然
人
の
存
在
の
始
期
」
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
生
命
の
始
期
」
と
、「
自
然
人
の

存
在
の
始
期
」
は
別
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
明
は
、
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。）
自
然
人
の
行
為
能
力
に
つ
い
て
は
、
成
年
と
未

成
年
の
区
別
が
あ
る
。

　

ま
た
、
四
三
条
に
お
い
て
は
、「
行
為
能
力
の
行
使
に
対
す
る
支
援
（apoyo

）」
か
ら
構
成
さ
れ
る
革
新
的
な
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
同
制
度
は
、
脆
弱
な
状
況
に
あ
る
者
（
主
に
高
齢
者
や
薬
物
中
毒
者
）
の
た
め
に
、
そ
の
利
益
や
財
産
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
法
律
上
、
支
援
を
要
す
る
、
あ
る
い
は
被
支
援
者
が
そ
れ
を
要
求
す
る
法
律
行
為
に
お
い
て
、
被
支
援
者
に
助
言
を
行
う
べ
く

支
援
を
提
供
す
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
支
援
は
、
公
共
弁
護
官
（D

efensor O
ficial

）
ま
た
は
未
成
年
者
や
無
能
力
者

の
専
門
官
（A

sesor

）
と
い
っ
た
公
的
な
者
が
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
親
類
や
隣
人
な
ど
私
的
な
か
か
わ
り
が
あ
る
者
が
担
う

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
肖
像
権
（
五
三
条
）、
性
転
換
に
対
す
る
権
利
の
よ
う
に
、
一
身
専
属
的
権
利
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
が
あ
る
。
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人
体
の
器
官
に
対
す
る
処
分
権
に
つ
い
て
の
定
め
も
あ
り
（
五
六
条
）、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
体
に
対
す
る
医
学
的
調
査
に
つ
い
て
、
未
だ
安
全
性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
予
防
的
処
置
や
そ
の
他
の
事
前
処
置
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
公
的
機
関
ま
た
は
倫
理
委
員
会
の
事
前
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
の
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
る
（
五
八
条
）。
ま
た
、
氏
名
（
六
二
条
以
下
）
と
住
所
（
七
三
条
以
下
）（
住
所
不
定
と
な
る
ま
で
に
様
々
な
選
択
肢
が
存
す

る
）
に
関
す
る
規
定
の
ほ
か
に
、
失
踪
（
七
九
条
以
下
）、
死
亡
の
推
定
が
な
さ
れ
る
失
踪
（
八
五
条
以
下
）、
自
然
人
の
存
在
の
終
期

（
九
三
条
以
下
）、
後
見
（
一
〇
四
条
以
下
）
や
保
佐
（
一
三
八
条
以
下
）
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。

（
三
）　
第
二
巻

　

第
二
巻
は
、
家
族
関
係
に
関
し
て
扱
わ
れ
、
婚
姻
に
つ
い
て
の
規
定
も
含
ん
で
い
る
。（
こ
こ
に
は
、
同
性
婚
に
関
す
る
規
定
〈
四

〇
二
条
等
〉
も
含
ま
れ
て
い
る
。）
夫
婦
財
産
契
約
（
四
四
六
条
）
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
同
居
的
結
合

（U
niones Convivenciales

）
と
は
、
事
実
的
な
情
愛
に
基
づ
く
関
係
で
あ
り
、
単
一
的
、
公
的
、
明
白
、
安
定
的
か
つ
永
続
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
証
明
を
要
す
る
（
五
〇
九
条
以
下
）。
そ
れ
か
ら
、
親
族
関
係
（
五
二
九
以
下
）、
親
子
関
係
、
こ
れ
に
関

し
て
は
、
生
物
学
上
の
親
子
、
生
殖
補
助
医
療
に
よ
る
親
子
、
養
子
縁
組
に
よ
る
親
子
が
あ
る
（
五
五
八
条
以
下
）。
そ
し
て
、
養
子

（
五
九
四
条
以
下
）、
親
責
任
（
六
三
八
条
以
下
）、
家
事
事
件
手
続
（
七
〇
五
条
以
下
）
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。

（
四
）　
第
三
巻

　

第
三
巻
は
、
債
務
お
よ
び
契
約
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
再
び
、
契
約
が
継
続
し
て
い
る
間
、
支
配
的
機
能
を
有

す
る
信
義
誠
実
の
原
則
が
示
さ
れ
る
（
七
二
九
条
、
九
六
一
条
、
九
九
一
条
、
お
よ
び
一
〇
六
一
条
等
）。
ま
た
、
実
務
上
一
般
に
行
わ

れ
て
い
た
様
々
な
契
約
類
型
が
、
法
典
の
典
型
契
約
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
代
理
店
契
約
（
一
四
七
九
条
以
下
）、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
（
一
五
〇
二
条
以
下
）、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約

（
一
五
一
二
条
以
下
）、
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
契
約
（
一
四
二
一
条
以
下
）、
下
請
契
約
（
一
〇
六
九
条
以
下
）、
複
合
契
約
（
一
〇
七
三
条
以
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下
）
の
定
め
が
あ
る
。
金
融
機
関
の
契
約
と
し
て
は
、
銀
行
の
貸
付
と
手
形
割
引
（
一
四
〇
八
条
お
よ
び
一
四
〇
九
条
）、
与
信
（
一
四

一
〇
条
以
下
）、
貸
金
庫
（
一
四
一
三
条
以
下
）、
証
券
保
管
（
一
四
一
八
条
以
下
）
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
債
権
譲
渡

（
一
五
〇
二
条
以
下
）
と
そ
の
亜
種
の
契
約
と
し
て
、
債
権
譲
渡
担
保
（
一
六
一
五
条
以
下
）、
契
約
上
の
地
位
の
移
転
（
一
六
三
六
条

以
下
）、
債
務
引
受
（
一
六
三
二
条
以
下
）
の
定
め
が
あ
る
。

　

消
費
者
契
約
は
、
第
三
編
に
広
く
規
定
さ
れ
て
お
り
、
四
つ
の
章
を
含
ん
で
い
る
。
第
一
章
（
一
〇
九
二
条
以
下
）
で
は
、
消
費

関
係
が
存
在
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
を
規
定
し
て
い
る
。
第
二
章
（
一
〇
九
六
条
以
下
）
で
は
、
同
意
の
形
成
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。
第
三
章
（
一
一
〇
四
条
以
下
）
で
は
、
特
定
商
取
引
（
電
子
商
取
引
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
そ
の
方
式
）
に
つ
い
て
の
規

定
が
あ
る
。
第
四
章
（
一
一
一
七
条
以
下
）
で
は
、
不
当
条
項
と
そ
の
制
限
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。

（
五
）　
第
四
巻

　

第
四
巻
は
、
物
権
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
、
共
有
不
動
産
（
ゲ
ー
テ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
〈
二
〇
七
三
条
以

下
〉）
や
民
間
墓
地
（
二
一
〇
三
条
以
下
）、
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
二
〇
八
七
条
以
下
）
と
い
っ
た
新
し
い
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
区
分
所
有
者
組
合
に
は
、
法
人
格
が
与
え
ら
れ
（
二
〇
四
四
条
）、
さ
ら
に
そ
れ
を
細
分
化
し
た
共
同
体
（
例
え
ば
建
物
ご
と

の
区
分
所
有
者
組
合
）
に
も
法
人
格
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
二
編
（
二
一
八
四
条
以
下
）
に
お
い
て
は
、
担
保
物
権
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
す
べ
て
の
担
保
物
権
に
共
通
す
る
総
則

規
定
を
置
き
、
そ
れ
か
ら
各
担
保
物
権
別
の
規
定
を
置
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
抵
当
権
（
二
二
〇
五
条
以
下
）、
質
権
（
二
二
一
九

条
以
下
）、
収
益
質
（anticresis

〈
二
二
一
二
条
以
下
〉）、
債
権
質
（
二
二
三
二
条
以
下
）
の
規
定
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
担
保
物
権
は
、

金
融
取
引
に
お
い
て
、
特
に
重
要
性
を
有
す
る
。

（
六
）　
第
五
巻

　

第
五
巻
は
、
相
続
、
つ
ま
り
法
定
相
続
お
よ
び
遺
言
相
続
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
特
に
、
第
七
編
（
二
三
三
五
条
以
下
）
は
、
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相
続
関
係
訴
訟
に
関
す
る
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
実
体
法
の
法
典
に
と
っ
て
は
不
適
切
な
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
州
裁

判
権
に
よ
っ
て
留
保
さ
れ
て
い
る
諸
権
利
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
合
憲
性
が
疑
わ
れ
る
。

（
七
）　
第
六
巻

　

第
六
巻
は
、
債
権
お
よ
び
物
権
に
共
通
す
る
規
定
に
関
し
て
定
め
て
い
る
。
第
一
編
（
二
五
三
二
条
以
下
）
は
、
時
効
と
除
斥
期

間
に
つ
い
て
、
第
二
編
（
二
五
七
三
条
以
下
）
は
、
先
取
特
権
に
つ
い
て
、
第
三
編
（
二
五
八
七
条
以
下
）
は
、
留
置
権
に
つ
い
て
、

第
四
編
（
二
五
九
四
条
以
下
）
は
、
国
際
私
法
規
定
を
置
い
て
い
る
。
最
後
の
国
際
私
法
規
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
総
則
部
が
置
か

れ
、
そ
れ
か
ら
抵
触
法
ル
ー
ル
に
関
す
る
各
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
全
一
六
節
（
二
六
一
三
条
以
下
）
に
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

五　

結　

論

　

結
論
と
し
て
は
、
革
新
的
な
法
典
（corpus
）
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
起
草
者
は
、
革
新
と
伝
統
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
を
試
み
た
と
い
え
る
。
こ
れ
が
施
行
さ
れ
た
結
果
は
、
穏
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
施
行
か
ら
三
年
経
ち
、
小
さ
い
誤
り
や

体
系
内
部
の
矛
盾
を
正
す
た
め
、
い
わ
ゆ
る
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
し
わ
取
り
）
の
よ
う
な
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
改
正
は
、
全
体
的
に
は
、
賞
賛
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
1
）　M

ichiyo M
aeda, 

“Regulación jurídica del período precontractual en Japón

”, R
evista Jurídica de la Facultad de 

D
erecho de la U

niversidad N
acional de M

ar del Plata, año 4 nº 4, pp. 327-349 （2009

）.

（
2
）　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
い
う
表
現
は
、
北
ア
メ
リ
カ
の
文
学
に
よ
っ
て
定
着
し
た
、
簡
略
化
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
は
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
あ
っ
た
国
（
基
本
的
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、

そ
し
て
チ
リ
と
メ
キ
シ
コ
の
一
部
分
）
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
な
い
国
や
区
域
が
存
す
る
が
、
カ
テ
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ゴ
リ
ー
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
分
類
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ス
リ
ナ
ム
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
、
ハ
イ
チ
を
含
む
カ
リ
ブ
海
の
そ
の
他
諸
島
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

住
民
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
世
界
と
の
関
連
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
、
あ
る
い
は
皆
無
で
あ
る
。

（
3
）　

た
だ
し
、
厳
格
に
連
邦
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
事
項
（
例
え
ば
、
市
民
権
、
帰
化
、
外
国
政
府
、
連
邦
税
な
ど
）
を
除
い
て
、
州
裁
判

所
は
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
実
際
は
、
そ
の
権
威
や
判
断
の
合
理
性
か
ら
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
事

実
上
の
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
。

（
4
）　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
、
西
方
へ
航
海
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
地
が
イ
ン
ド
で
あ
る
と
思
い
違
い
を
し
て

い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
5
）　
「
立
法
者
意
思
」
を
傾
聴
す
る
こ
と
を
試
み
る
と
き
、
立
法
者
は
誰
か
、
そ
れ
が
多
数
意
思
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ

と
も
、
少
数
派
の
人
々
も
ま
た
立
法
者
で
あ
り
、
そ
の
意
見
も
考
慮
さ
れ
る
。
少
数
派
も
、
自
ら
の
「
意
思
」
を
表
現
し
て
い
る
以
上
、

私
た
ち
は
、
解
決
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
と
な
る
。

（
6
）　

先
住
民
の
共
同
体
所
有
権
は
、
伝
統
的
な
個
人
の
所
有
権
と
両
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
非
常
に
議
論
が
活
発
な
論
点
で
あ

る
。


